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〈要項参考例〉○○県ダンススポーツ選手権大会 

                   《ＤＳＣＪ公認 ＮＯ           》 

開催日時  平成○年○月○○日（日） １０：００～１８：００ 

会  場    ○○県総合体育館 

主  催    ○○県ダンススポーツ連盟 

主  管     

後  援    公益社団法人日本ダンススポーツ連盟 

エントリー料    １セクション Ｘ、ＸＸＸ 円   ※ エントリー料の払い戻しは致しません。 

入 場 料    無料 

審 判 員    ＪＤＳＦ公認審判員 ＤＳＣＪ公認審判員 

申込締切    平成  年  月  日必着 

申込方法    ① ＤＳＣＪ標準様式（Ａ４用紙）申込書に選手登録番号のコピーを貼付け、必要事項を記入して、各県連盟又はブロ

ックを通じて、下記へお申込み下さい。 

      ② 往復はがきのＤＳＣＪ標準様式に選手登録番号のコピーを貼付け、必要事項を記入して、所管Ａリーグブロック宛

にお申込み下さい。 

申 込 先    大会事務局  

      〒                         TEL&FAX  

振込み先  郵便振替 ０００００－０－００００００  ○○○○○○あて 

選手受付  ラテンＡＭ９：００～９：３０  スタンダードＡＭ１１：３０～１２：３０ 

注意  ・ 会場内は土足厳禁です。ビニール袋と上履き、又はダンスシューズをご持参下さい。 

   ・ 新しい皮製のヒールカバーを装着のこと 

・ 大会中に発生した事故の応急処置は行いますが、その後は責任を負いかねますので、自己管理の徹底をお願いします。 
・ 大会に関する報道や映像メディア販売等に於いて選手の名前、写真及び映像を使用する権利は全て大会主催者に帰属します。 
・ 出場者名簿一覧表及び競技成績結果等がＪＤＳＦホームページ等に掲載されることを了解の上で、出場申し込みをしてください。 
・ この競技会の音楽は JDSFオリジナルCD“DanceSport”を使用しています。 

競技内容 

競技番号 略称  昇降級 競 技 名 種  目 フｲガー 服 装 出 場 資 格 

１ ＪＡＳ 有  ○○県選手権 スタンダード Ｗ，Ｔ，Ｖ、Ｆ、Ｑ  

自由 

正装 ＤＳＣＪ登録選手オープン

（公認２ランキング戦）    ２ ＪＡＬ 有 ○○県選手権 ラテン Ｓ，Ｃ、Ｒ、Ｐ、Ｊ 

３ ＭＡＳ 有 県選手権ミドルシニア  スタンダード   Ｗ，Ｔ，Ｆ  

自由 

正装   ミドルシニア登録選手 

（男女共４５歳以上） ４ ＭＡＬ 有 県選手権ミドルシニア  ラテン Ｓ，Ｃ，Ｒ 

５ ＧＡＳ 有 県選手権グランドシニア スタンダード Ｗ，Ｔ  

自由 

正装 グランドシニア登録選手

（男女共５５歳以上） ６ ＧＡＬ 有 県選手権グランドシニア  ラテン   Ｃ、Ｒ 

  ７ ＸＪＳ 無 県ジュニア選手権 スタンダード Ｗ、Ｔ、Ｆ  

自由 

ジュニ

アⅡ 

 

男女共１６歳未満 ８ ＸＪＬ 無 県ジュニア選手権 ラテン Ｓ、Ｃ、Ｒ 

９ ＪＣＳ 有 ＤＳＣＪ Ｃ級 スタンダード Ｗ、Ｔ，Ｑ  

自由 

正装 ＤＳＣＪ Ｃ級以下 

登録選手 １０ ＪＣＬ 有 ＤＳＣＪ Ｃ級 ラテン Ｓ、Ｃ、Ｐ 

１１ ＪＤＳ 有 ＤＳＣＪ Ｄ級 スタンダード   Ｗ、Ｆ  

自由 

正装 ＤＳＣＪ Ｄ級以下 

登録選手 １２ ＪＤＬ 有 ＤＳＣＪ Ｄ級 ラテン Ｓ、Ｃ 

１３ Ｊ１Ｓ 有 ＤＳＣＪ  １級 スタンダード Ｗ、Ｑ  

 

 

自由 

正装 ＤＳＣＪ １級以下 

登録選手 １４ Ｊ１Ｌ 有 ＤＳＣＪ １級  ラテン Ｓ、Ｒ 

１５ Ｊ３Ｓ 有 ＤＳＣＪ ３級 スタンダード   Ｗ、Ｆ 正装 ＤＳＣＪ ３級以下 

登録選手 １６ Ｊ３Ｌ 有 ＤＳＣＪ ３級 ラテン Ｓ、Ｃ 

１７ Ｊ４Ｓ 有 ＤＳＣＪ ４級 スタンダード   Ｗ、Ｔ 規定ｸﾞﾙ

ｰﾌﾟ1,2 

平服 ＤＳＣＪ ４級以下 

登録選手 １８ Ｊ４Ｌ 有 ＤＳＣＪ ４級 ラテン  Ｃ、Ｒ 

１９ ＭＣＳ 有 ﾐﾄﾞﾙｼﾆｱ Ｃ級 スタンダード   Ｗ、Ｔ  

自由 

 

正装 

ﾐﾄﾞﾙｼﾆｱＣ級以下登録選手

男女共に45歳以上 ２０ ＭＣＬ 有 ﾐﾄﾞﾙｼﾆｱ Ｃ級 ラテン Ｃ、Ｒ 

２１ ＧＣＳ 有 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｼﾆｱＣ級  スタンダード   Ｗ、Ｔ ｸﾞﾗﾝﾄﾞｼﾆｱＣ級以下登録選

手男女共に55歳以上 ２２ ＧＣＬ 有 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｼﾆｱＣ級 ラテン   Ｃ，Ｒ 

※  区分１、２は○○ブロックランキング対象競技です。 

※ 区分３、４は県ミドルシニアランキング対象競技、区分５、６はグランドシニアランキング対象競技です。 
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                                                                           様式第１号                                                                           

公認競技長認定申請書 

                             

 

公益社団法人日本ダンススポーツ連盟会長 殿 

申請         年     月     日 

 

 

 

 

申 

 

 

 

請 

 

 

 

者 

加  盟 

団 体 名 

 ＪＤＳＦ  

会員番号 

 

 支 部 名  市区町村 

連 盟 名 

 

 

    

フリガナ  性   別 男 ・ 女 

 

氏  名 

  

生年月日 

 

・      ・ 

 

住  所 

〒 

Ｔ Ｅ Ｌ （自宅）        ‐      ‐             (携帯)         ‐       ‐ 

 

Ｅ－mail （携帯mailでも可） 

 

認 

定 

要       

件 

・ 

受

験

要

件 

実務経験扱

い（実務経験

１回の場合） 

講習年月日 講 習 会 場（今回の講習会研修会は含まない。） 

 

       

 

 

 

 

 

実務経験 

年 月 日 大 会 名 実 務 経 験 添付資料 

  競技会の企画、運営 

競技長の補佐 

 

  競技会の企画、運営 

競技長の補佐 

 

  競技会の企画、運営 

競技長の補佐 

 

 

 

（注）１．申請者本人が、自ら記入すること 

２．本申請書は、ＪＤＳＦ公認の競技長講習会で資格取得の受験をする場合に、事前に提出するものとする。 

  ３．実務経験は、該当項目に○を付ける。 

   ４．競技会の企画、運営とは、実行委員会に加わり、競技会全体の企画や運営に参画した場合をいう。 

   ５．受験資格は、実務（競技会の企画、運営又は競技長補佐）を２回以上経験しなければならない。 

ただし、このうち１回は公認講習会又は公認研修会を事前に受講することにより、実務経験扱いとすることが 

できる。 

   ６．添付資料は、実務経験を証明する競技会役員名簿のコピーを添付するものとする。 

   ７．主催者は、本申請書の記載内容を確認し、受験資格が満たされない場合は、受験させないものとする。 
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様式第２号 

 

公認競技長推薦書 

 

                                                    平成  年  月  日 

 

公益社団法人日本ダンススポーツ連盟会長殿 

 

                                                       加盟団体名                             

 

                                                   代 表 者              印 

 

 下記の者は、公益社団法人日本ダンススポーツ連盟公認競技長規程第３条に定める資格要件をすべて備え、公認

競技長として適格者であると認め、推薦いたします。 

 

ＮＯ 会 員 番 号 氏   名 実務経験  

    

        回   

    

        回   

    

        回   

    

        回   

    

        回    

    

        回   

    

        回    

    

        回    

    

        回   

    

        回    

 

（注）１．本推薦書は、ＪＤＳＦ公認の競技長講習会で資格取得の受験をする場合に、予め提出するものとする。 

   ２．認定申請書の記載内容を確認して記入するものとする。 
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 様式第１号                                                                                                                                                     

公認採点管理長認定申請書 

                               

 

公益社団法人日本ダンススポーツ連盟会長 殿 

申請         年     月     日 

 

 

 

 

 

申 

 

 

 

請 

 

 

 

者 

加  盟 

団 体 名 

 ＪＤＳＦ  

会員番号 

 

  

支 部 名 

 市区町村 

連 盟 名 

 

 

    

フリガナ  性   別 男 ・ 女 

 

氏  名 

  

生年月日 

 

・     ・ 

 

住  所 

〒 

Ｔ Ｅ Ｌ 

 

（自宅）        ‐      ‐       (携帯)         ‐       ‐ 

 

Ｅ- mail （携帯mailでも可） 

 

認 

定 

要       

件 

・ 

受

験

要

件 

実務経験扱

い（実務経験 

１回の場合） 

講習年月日 講習会場（今回の講習会研修会は含まない。） 

       

 

 

 

 

 

 

 

実務経験 

年 月 日 大 会 名 実 務 経 験 添付資料 

  採点管理の集計補佐 

採点管理の仕分け補佐 

 

  採点管理の集計補佐 

採点管理の仕分け補佐 

 

  採点管理の集計補佐 

採点管理の仕分け補佐 

 

 

 

（注）１．申請者本人が、自ら記入すること 

２．本申請書は、ＪＤＳＦ公認の採点管理長講習会で資格取得の受験をする場合に事前に提出するものとする。 

３．実務経験は、該当項目に○を付ける。 

   ４．採点管理の集計補佐には、競技会支援システムによる実務を含む。 

   ５．受験資格は、実務（採点管理の集計補佐又は仕分け補助）を２回以上経験しなければならない。 

ただし、このうちの１回は公認講習会又は公認研修会を事前に受講することにより、実務経験扱いとすること 

ができる。 

   ６．添付資料は、実務経験を証明する競技会役員名簿のコピーを添付するものとする。 

   ７．主催者は、本申請書の記載内容を確認し、受験資格が満たされない場合は、受験させないものとする。 
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様式第２号 

 

公認採点管理長推薦書 

 

                                                    平成  年  月  日 

 

公益社団法人日本ダンススポーツ連盟会長殿 

 

                           加盟団体名 

 

                    代 表 者              印 

 

 下記の者は、公益社団法人日本ダンススポーツ連盟公認採点管理長規程第３条に定める資格要件をすべて備え、

公認採点管理長として適格者であると認め、推薦いたします。 

 

ＮＯ 会 員 番 号 氏   名 実務経験  

    

        回   

    

        回   

    

        回   

    

        回   

    

        回    

    

        回   

    

        回    

    

        回    

    

        回   

    

        回    

 

（注）１．本推薦書は、ＪＤＳＦ公認の採点管理長講習会で資格取得の受験をする場合に、予め提出するものとする。 

   ２．認定申請書の記載内容を確認して記入するものとする。 

 

 

 

 



 91 

                                                                         様式第１号                                                                           

 

競技会支援システム運用資格者認定申請書 

                   

 

公益社団法人日本ダンススポーツ連盟会長 殿 

申請         年     月     日 

 

 

 

 

 

申 

 

 

 

請 

 

 

 

者 

加  盟 

団 体 名 

 ＪＤＳＦ 会

員番号 

 

  

支 部 名 

 採点管理長

資格(参考) 

 

   

市区町村 

連 盟 名 

 同上認定日 

(参考) 

 

       ・   ・ 

フリガナ  性   別 男 ・ 女 

 

氏  名 

  

生年月日 

 

・     ・ 

 

住  所 

〒 

Ｔ Ｅ Ｌ 

 

（自宅）        ‐      ‐       (携帯)         ‐       ‐ 

 

Ｅ－mail  （携帯mailでも可） 

 

 

認 

定 

要      

件 

・ 

受

験

要

件 

 

実務経験扱

い（実務経験 

１回の場合） 

講習年月日 講習会場（今回の講習会研修会は含まない。） 

       

 

 

 

 

 

 

実務経験 

年 月 日 大 会 名 実 務 経 験 添付資料 

  支援システム実務による 

事前設定 

当日運用の補佐 

 

  支援システム実務による 

事前設定 

当日運用の補佐 

 

  支援システム実務による 

事前設定 

当日運用の補佐 

 

 

（注）１．申請者本人が、自ら記入すること 

２．本申請書は、ＪＤＳＦ公認の競技会支援システム運用資格者講習会で、資格取得の受験をする場合に予 

    め提出するものとする。 

   ３．すでに資格を保持している者は受験することはできない。 

   ４．受験資格は、実務を２回以上経験しなければならない。ただし、このうち１回は公認講習会又は公認研修会を事前に受講す

ることにより、実務経験扱いとすることができる。 

   ５．添付資料は、実務経験を証明する競技会役員名簿のコピーを添付するものとする。 

   ６．主催者は、本申請書の記載内容を確認し、受験資格が満たされない場合は、受験させないものとする。 
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様式第２号 

 

競技会支援システム運用資格者推薦書 

 

                                                    平成  年  月  日 

 

公益社団法人日本ダンススポーツ連盟会長殿 

                                                    加盟団体名                             

 

                                                代 表 者              印 

 

 下記の者は、公益社団法人日本ダンススポーツ連盟競技会支援システム運用資格者規程第５条に定める資格要件

をすべて備え、競技会支援システム運用資格者として適格者であると認め、推薦いたします。 

 

ＮＯ 会 員 番 号 氏   名 実務経験  

    

        回   

    

        回   

    

        回   

    

        回   

    

        回    

    

        回   

    

        回    

    

        回    

    

        回   

    

        回    

 

（注）１．本推薦書は、ＪＤＳＦ公認の競技会支援システム運用資格者講習会で資格取得の受験をする場合に、予め提

出するものとする。 

   ２．認定申請書の記載内容を確認して記入するものとする。 
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2012年 ＤＳＣＪ・ＪＤＳＦ 競技関連規程集 重要表現説明 

 

Ｐ1  DSCJ全日本統一級競技規則 第1章 第4条 年内：1月～12月を言う 

 

Ｐ4  DSCJ全日本統一級競技規則 第8章 第38条  

    部 門：スタンダード部門、ラテン部門、（10ダンス・・・Ｐ17） 

       例）Ｐ4 第32条－3 同一競技会の同一部門においては異なるパートナーと組んで 

         複数の競技区分に出場することが出来ない。ただし、競技長が認めた場合はその 

         限りでない。 

    競技の成立：同 第39条 

         公認競技は、5組以上の選手のエントリーを要する。A～D級に限り該当自己級選手          

         は最低2組以上のエントリーを要する。 競技の成立には、出場組数3組を要する。 

 

 

Ｐ5  原則として：規則としては守られなければならないが、諸般の事情によっては、規則の根本が 

         ゆがめられない範囲で、多少の変更を認めることを意味する。 

例）Ｐ3 第29条－2 A～D級競技に出場する選手は原則としてカップル登録 

  をしなければならない。 

      

    エントリー数：出場申込み組数とする。 

Ｐ8  DSCJ全日本統一級昇降級規程 第4条 

    成績とは競技終了後の公式な最終成績を指し、級は個人に付与される。 

 

Ｐ9 有権者とは、公認競技会に出場するため選手登録を完了したもの 

 

Ｐ10 注意：競技成績結果が昇級基準と降級基準の両方に関わった場合は、昇級基準が優先する。 

Ｐ17 注2 JDSF加盟団体 

都道府県連盟、DSC（Aリーグ）各ブロック、全日本学生競技ダンス連盟 

   注3 主催団体：JDSF、JDSF加盟団体、JDSF加盟傘下団体 

    

   注4 出場組数とは競技会当日の選手受付終了後の組数とする。 

 

   注6 競技区分とは、Ｐ12 第4条で列記された細部の競技区分を指す。 

      １、公認一般級別競技 A～D級、1～6級戦、 

      ２、公認シニア系競技 シニア、ミドルシニア、グランドシニア 

      ３、公認ランキング競技  

JDSF ﾀﾞﾝｽｽﾎﾟー ﾂランキング 

            JDSFブロックランキング 

            JDSF都道府県ランキング 

      ４、その他 

 

Ｐ40   特例申請･･･公認競技会開催特例申請規定 →業務執行理事会にて認めた場合 

    特例緩和 3 該当級エントリー組数2組未満の場合でも、5組以上のエントリー組数がある場合 

→特例申請 競技本部で決定し業務執行理事会に報告する。 

      ※競技種目数・種目の変更→業務執行理事会承認事項 

        プロ審査を可能にする →   〃 

        フィガー・服装規定緩和 →   〃 

Ｐ55  最終予選の定義 

      昇級基準に関する内規 第1条 に記載 

 


